
特別会計

舗
「
新
来
年
度
予
算
に
反
映

政
府
の
行
政
刷
新
会
議

が
検
討
し
て
い
る
特
別
会

計
改
革
案
の
全
容
が
十
八

日
、
判
明
し
た
。
基
本
方

針
と
し
て

「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
見
直
し
、
必
要
不
可
欠

な
も
の
以
外
は
廃
止
」
と

明
記
し
、
保
険
料
収
入
が

柱
と
な
る
年
金
特
会
な
ど

を
除
き
原
則
と
し
て
廃
止

す

る

方

針

を
打

ち

出

し

た
。
同
日
夕
の
刷
新
会
議

会
合
で
枝
野
幸
男
行
政
刷

す
る
方
向
だ
。

改
革
案
は
、
三
〇

一
一

年
度
予
算
編
成
に
向
け
、

各
府
省
が
概
算
要
求
段
階

か
ら
、
所
管
す
る
特
会
の

事
業
や
積
立
金
の
必
要
水

準
を
総
点
検
す
る
こ
と
も

新
担
当
相
が
報
告
、
了
承
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・葵妄拿奮だ堡有寧産の売却や一般

盛
り
込
ん
だ
。
結
果
を
行

刷

相

と

国

家

戦

略

担

当

相
、
財
務
相
が

一
体
と
な

っ
て
検
討
し
、
予
算
案
に

反
映
す
る
。

改
革
案
は

「
従
来
の
特

会
見
直
し
は
不
十
分
で
、

国
民
の
不
信
感
払
拭
に
は

程
遠
い
」
と
指
摘
。
見
直

し
の
視
点
と
し
て
①
特
定

受
益
者
の
負
担
が
主
な
財

源
と
な
る
特
会
は
独
立
採

算
制
を
さ
ら
に
貫
徹
②
国

と
し
て
行
う
こ
と
が
必
要

な
事
業
に

つ
い
て
特
会
と

一
般
会
計
に
分
け
る
必
要

性
を
検
討
③
特
定
財
源
の

必
要
性
を
検
証
―
の
三
点

を
挙
げ
た
。

一
一
年
度
予
算
に
関
し

て
は
、

「
事
業
仕
分
け
」

管
理
な
ど
の
分
野
で
国
が

特
定
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、　
一
般
会
計
と
区
別

し
て
設
け
た
。
２
０
１
０

年

度

予

算

で

１８
あ

る
。

備
「萎
経
」
な
「針
義
鞘
嚇
難

目
翻
四
目
剛
一　
道
路
や

聰

麟
轟

印饒
聾
し
配
縫

が

「
交
付
税
及
び
譲
与
税

配
付
金
」
な
ど
３
会
計
と

な

っ
て
い
る
。
歳
出
総
額

か
ら
特
会
間
の
取
引
な
ど

餞
譜
橘
轟
鍋
竹

調続翻吐駐籾狩９．剛な

億
円
を
大
き
く
上
回
る
。

な
ど
で
無
駄
を
指
摘
し
た

事
業
を
中
心
に
必
要
性
を

検
討
。
競
争
入
札
の
拡
大

な
ど
契
約

・
調
達
の
透
明

化
、
特
別
会
計
が
保
有
す

る
資
産
の
売
却
や

一
般
会

計

へ
の
繰
り
入
れ
な
ど
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

民
主
党
が
昨
年
の
衆
院

選
で
掲
げ
た

マ
ニ
フ

エ
ス

ト

（
政
権
公
約
）
の
実
現

に
は

一
一
年
度
で
十
兆
円

程
度
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、　
一
連
の

改
革
で
ど
の
程
度
の
新
た

な
財
源
が
確
保
で
き
る
か

は
不
明
だ
。

特

会

改

革

に
関

し

て

は
、
鳩
山
由
紀
夫
首
相
が

四
月

二
十
日
の
刷
新
会
議

で

「抵
抗
が
予
想
さ
れ
る

分
野
だ
が
、
見
直
し
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
早
急
な
取
り
組
み

を
指
示
し
て
い
た
ｏ


